






















































第１班 吾妻鏡 原本＋解読文＋読み下し文＋現代語訳文を使用 超初心者
第２班 玉葉 九条兼実の日記 読み下し文使用 初心者
第３班 玉葉 同じく初心者向け
第４班 続史愚抄 柳原紀光による朝廷の通史 漢文 中級～上級者
第５班 康富記 外記局中原康富の日記、室町時代 漢文 中級～上級者
本朝世紀 平安時代の歴史書、藤原通憲著、 漢文 中級～上級者
第６班 中右記 右大臣藤原宗忠の日記 平安時代 漢文 中級～上級者
第７班 北野社家日記 北野天満宮の日記 中級者向け



















第１班 本朝世紀 平安時代の歴史書、藤原通憲著、 宇多天皇～近衛天皇 漢文
続史愚抄 柳原紀光による朝廷の通史 1259年から1779年 漢文
第２班 日本紀略 成立年代・編者不詳 神代から後一条天皇に至る 漢文
天延2年記（親信卿記） 平親信の日記 972年～974年
百練抄 編者不詳 編年史 968年から1260年 漢文
扶桑略記 神武天皇から寛治8年（1094年） 編纂：比叡山の僧皇円 漢文






第６班 北野天満宮史料 宮仕記録 1687年～1721年 漢文



























































































































本朝世紀 久安6年7月18日（1150年8月12日） 赤気 神田p729、中沢(1999)
本朝世紀 久安6年9月16日（1150年10月8日） 赤気 神田p729、中沢(1999)





































オーロラ 日蝕 月蝕 日薄光 月星接近 惑星現象 超新星 彗星 流星 地震 その他 合計
吾妻鏡 0 0 0 1 1 3 1 9 4 3 3 25
玉葉 0 1 1 0 1 2 0 0 1 1 0 7
續史愚抄 3 0 0 0 0 1 0 4 1 0 1 10
康富記 0 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0 5
中右記 0 5 5 0 0 0 0 1 1 0 0 12
北野社家日記 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 2 6
御湯殿の上の
日記
0 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5















































本朝世紀 2 13 2 4 1 1 3 2 1 14
日本紀略 1 4 1 1 1 1 4
百練抄 1 6 1 4 1 6
天延二年記 1 1 1 1
御湯殿の上の
日記
2 7 1 2 1 1 2 7
桑都日記 10 57 14 48 2 0 1 0 3 3 1 0 3 0 0 0 0 1 76
永代私用留日
記
3 6 4 2 6
北野天満宮史
料 宮仕記録
2 2 1 3 4
鸚鵡籠中日記 4 12 1 3 1 8 13
合計 史料：9 26 108 19 55 0 4 1 2 0 13 12 1 3 5 1 1 1 2 11 131
参加者からの報告（仮）集計（第2回）
第1回 史料：7 25     60       3    12    8       1       2          7        0       1    17     7        0      0     0      1       0    0 1      11      70
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まとめ（第1回）
・実質作業時間1時間で25人の参加者から70件の天文現象等の報告があった
キーワードをオーロラを示す可能性の高い赤氣、白氣以外にも日蝕、月蝕、
○○星などの広く天文現象あるいは天体を示す用語にした
低緯度オーロラは稀な現象
・オーロラの記録は1名の方から3件あった（明和7年7月28、29、8月7日）
この報告者のみが明和7年（江戸時代1770年）の記録を報告
事前に明和7年のオーロラ出現記録についての知識があったのでは？
・吾妻鏡からの記録が多かった 25/70
読みやすかった（読み下し文＋現代語訳文）
・中級～上級者向文献からも報告があった
キーワードで検索する要領
同一彗星の連続記録
・天文現象での新発見はなかったが、文献としては神田（1935）に出ていない
記録があった。 康富記（日食、月食）、北野社家日記（日食）
新たな記録の見つかる可能性
まとめ（第2回）
・実質作業時間1時間で26人の参加者から131件の天文現象等の報告があった
・桑都日記からの報告がずば抜けて多く（76件）、過半数以上（58%）を占めた
地元の記録 地元では良く知られている、親近感
漢文読み下し文
・桑都日記からの月食の報告が多い 桑都日記中63%、全資料中37%
月食・日食は漏らさずに記録していた？
・個々の記録につての詳しい検討（他の史料との比較）は未実施（これから？）
特に1600年以降の記録
赤気・白気は、オーロラかどうかの検討
○市民参加で古典籍・古文書からオーロラの記録を見つける活動の推進
古典籍、地方史等の勉強会・研究会でのオーロラや天文記録の採録活動
（例）文献調査による隕石落下日の特定（修正） 笹ヶ瀬隕石、小城隕石
直方隕石（世界最古の落下記録のある隕石）の落下年月日の再検討
第1回「古典」オーロラハンターの報告
ふみ 第6号 2016年6月30日発行
国文学資料館古典籍共同研究事業センター
星ナビ 2016年6月号のワークショップ紹介記事
市民参加型ワークショップ
「古典」
オーロラハンター３
2018年2月18日 13時30分～
国立国文学研究資料館 2F大会議室
・歴史的典籍ＮＷ事業異分野融合共同研究（典籍防災学）「典籍等の天
文・気候情報に基づく減災研究の基盤整備」
・総合研究大学院大学学融合萌芽的共同研究事業「天変地異と人間社
会の変遷：言葉の在り方と世界の在り方」
・オーロラ4Dプロジェクト
